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豊
か
な
自
然
環
境
で
育
っ
た
産
物

を
確
か
な
技
術
で
お
届
け
し
て
い
る

「
宇
都
宮
雷
都
物
語
」。

　

宇
都
宮
雷
都
物
語
メ
ー
カ
ー
協

議
会
で
は
、
お
す
す
め
の
商
品
を
、

抽
選
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

本
号
で
は
㈱
こ
め
よ
し
の「
こ
だ

わ
り
の
米
こ
し
ひ
か
り
」を
3
名
さ

ま
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

【
製
造
販
売
元
】

㈱
こ
め
よ
し

☎
０
２
８-

6
6
1-

3
6
6
2

〈
応
募
概
要
〉

【
申
込
方
法
】

ハ
ガ
キ
に
①
住
所
②
事
業
所
名
③
氏

名
④
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
締
切
】

10
月
31
日（
月
）消
印
有
効

【
当
選
発
表
】

商
品
の
発
送
を
も
っ
て
、
発
表
に
か

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
応
募
先
】

〒
３
２
０-

０
８
０
６

宇
都
宮
市
中
央
３-

１-

４

宇
都
宮
商
工
会
議
所

「
宇
都
宮
雷
都
物
語
商
品
プ
レ
ゼ
ン

ト
」係

※
個
人
情
報
保
護
法
に
基
づ
き
、
応

募
デ
ー
タ
は
抽
選
に
か
か
わ
る
目
的

以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

　

当
協
議
会
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ご

ろ
っ
ぺ
」が「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ

リ
２
０
１
６
」に
エ
ン
ト
リ
ー
し
て

い
ま
す
！　

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

宇
都
宮
雷
都
物
語宇

都
宮
雷
都
物
語
メ
ー
カ
ー
協
議
会

（
地
域
振
興
部
内
）

☎
0
2
8-

6
3
7- 

3
1
3
1

問合せ

「
宇
都
宮
雷
都
物
語
」プ
レ
ゼ
ン
ト
企
画
第
5
弾
！

㈱
こ
め
よ
し「
こ
だ
わ
り
の
米
こ
し
ひ
か
り
」 

新
米
５
㎏
を
３
名
さ
ま
に
！

黒糖・ごまサブレ

　栃木県産のこしひかりは全
国的にもおいしいお米と評価
を受けています。中でも鬼怒
川流域の豊かな土壌の美田に
足を運び選んだ材料をさらに
吟味して一袋ずつ生産者別に
精米し、生産者名を明記した
こしひかりの逸品です。

こだわりの
米こしひかり

５ｋｇから

北
村
会
頭
に
活
動
報
告
書
（
提
案
書
）を
提
出

第
53
回
栃
木
県
商
工
会
議
所
議
員
大
会

国
や
県
な
ど
へ
の
提
言・要
望
を
決
議

産
業
振
興
委
員
会

議
員
大
会

セ
ン
タ
ー
と
連
携
を
図
り
、
適
宜
、

海
外
進
出
情
報
を
含
む
有
用
で

幅
広
い
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。

②
海
外
進
出
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
に

つ
い
て
は
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
の
観
点
か
ら
撤
退
ノ
ウ
ハ
ウ

や
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
育
成
も
組

み
込
む
な
ど
、
内
容
の
充
実
を

図
っ
た
も
の
に
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

③
商
品
輸
出
や
海
外
進
出
を
検
討

し
て
い
る
企
業
に
対
し
て
、
進

出
企
業
の
実
体
験
を
踏
ま
え
た

生
き
た
情
報（
事
例
集
）の
提
供

を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

④
海
外
進
出
や
海
外
取
引
を
し
て

い
る
企
業
と
、
今
後
海
外
進
出

や
海
外
取
引
を
検
討
し
て
い
る

企
業
と
が
意
見
交
換
の
で
き
る

　

栃
木
県
商
工
会
議
所
議
員
大
会

が
９
月
５
日（
金
）、
県
内
９
商
工

会
議
所
の
役
員
・
議
員
や
県
内
選

出
国
会
議
員
、
栃
木
県
知
事
、
日

本
商
工
会
議
所
な
ど
４
０
０
人
が

出
席
し
、
栃
木
文
化
会
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は「
地
域
を
支
え
る
中
小

企
業
・
小
規
模
企
業
の
支
援
強
化
」

と「
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
の
推

進
」を
柱
と
す
る
国
や
県
な
ど
へ
の

提
言
・
要
望
事
項
を
全
会
一
致
で
決

議
し
た
ほ
か
、
功
労
役
員
・
議
員
、

職
員
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

【
提
言
・
要
望
事
項
】

「
地
域
を
支
え
る
中
小
企
業
・
小
規

模
企
業
の
支
援
強
化
」

機
会
を
創
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

⑤
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
促
進
に
当
た
っ

て
は
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
向
け

に
大
谷
石
、
餃
子
、
ジ
ャ
ズ
、
自

転
車
等
の
魅
力
あ
る
宇
都
宮
の
観

光
資
源
を
国
内
外
に
発
信
す
る
と

と
も
に
、
宇
都
宮
市
の
姉
妹
都
市

と
の
イ
ベ
ン
ト
等
特
徴
の
あ
る
交

流
事
業
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

⑥
国
内
外
か
ら
の
集
客
力
向
上
を
図

る
た
め
、
餃
子
博
物
館
な
ど
目
玉

と
な
る
施
設
の
検
討
を
市
に
要
望

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

⑦
訪
日
外
国
人
旅
行
者
向
け
に
、

W
i

-

F
i
等
の
情
報
環
境
は

も
と
よ
り
、
海
外
の
ク
レ
ジ
ッ
ト

決
済
機
能
や
英
語
表
示
等
の
充
実

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　

産
業
振
興
委
員
会
は「
国

際
化
に
対
応
し
た
施
策
に
関

す
る
こ
と
」に
つ
い
て
、
表
1

の
内
容
を
テ
ー
マ
と
し
、
平

成
25
年
度
か
ら
調
査
・
研
究

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
活
動
報
告
書（
提
案
書
）を

取
り
ま
と
め
、９
月
６
日（
火
）

に
、
増
田
委
員
長
・
飯
村
副

委
員
長
か
ら
北
村
会
頭
に
提

出
し
ま
し
た
。

【
提
案
内
容
】

①
ジ
ェ
ト
ロ
栃
木
貿
易
情
報

～
経
営
力
強
化
と
持
続
的
成
長
の
た

め
に
～

①
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
対
策

②
産
業
振
興
策

③
観
光
振
興
策

「
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
の
推
進
」

～
誇
れ
る
故
郷
“
と
ち
ぎ
”
を
目
指

し
て
～

①
地
域
振
興
策

②
道
路
整
備

③
鉄
道
整
備

【
大
会
宣
言
】

一
、 

地
域
経
済
の
代
表
者
と
し
て
の

自
覚
と
誇
り
を
持
ち
行
動
す
る
。

一
、 

常
に
自
ら
が
実
践
す
る
こ
と
を

理
念
に
事
業
を
展
開
す
る
。

一
、 

魅
力
あ
る
地
域
の
創
造
を
目
指

し
常
に
挑
戦
す
る
。

【
表
彰
者
】（
当
所
分
の
み
掲
載
）

［
栃
木
県
知
事
表
彰
］

　

常
議
員　
 K

�y�y

博
明
様

　

常
議
員　

里
村　

佳
行
様

　

議　

員　

長
谷
川　

正
様

［
県
連
会
長
表
彰
］

（
就
任
６
年
）

　

議　

員　

藤
本　

達
也
様

　

議　

員　

石
黒　

陽
一
様

（
法
人
）

　

㈱
カ
ネ
マ
ス
様

第53回栃木県商工会議所議員大会

北村会頭（左）に活動報告書を渡す
増田委員長（中央）と飯村副委員長（右）

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
ｅ-

天
地
人
」

　

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン「
ｅ-

天
地
人
」

を
、
月
2
回（
5
日
・
20
日
）配
信

し
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
地
域
の
経
済
ニ
ュ
ー
ス
や

イ
ベ
ン
ト
情
報
、
経
済
・
経
営
に
関

す
る
最
新
の
お
役
立
ち
情
報
、
セ

ミ
ナ
ー
・
講
座
・
講
習
会
や
各
種

検
定
試
験
情
報
、
各
種
会
員
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
商
工
会
議
所
事
業
の

ご
案
内
で
す
。

　

購
読
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※
受
信
料
は
無
料（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

接
続
料
は
、
各
自
ご
負
担
く
だ
さ
い
）。

※
ご
登
録
後
の「
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

変
更
」「
配
信
停
止
」に
つ
い
て
は
、

お
手
数
で
す
が
当
所
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
、

ご
登
録
で
き
ま
せ
ん
。

総
務
部
　
中
山

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ
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経
営
支
援
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

不
動
産
に
関
す
る
ご
相
談・ご
質
問
に

不
動
産
鑑
定
士
が
お
答
え
し
ま
す

不
動
産
鑑
定
相
談

　

当
所
で
は
、
不
動
産
の
売
買
や

相
続
発
生
時
の
資
産
評
価
、
事
業

資
金
借
入
申
込
時
の
担
保
評
価
な

ど
不
動
産
全
般
に
係
わ
る
相
談
に

対
し
て
、（
公
社
）栃
木
県
不
動
産

鑑
定
士
協
会
と
共
催
で
、
無
料
相

談
を
開
催
し
ま
す
。
不
動
産
の
有

効
活
用
等
を
考
え
て
い
る
方
は
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】11
月
9
日（
水
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

【
会
場
】当
所
2
階  

会
員
談
話
室

【
相
談
内
容
】不
動
産
の
基
礎
知
識
、

土
地
建
物
等
の
評
価
、
地
代
・
家
賃
・

有
効
活
用
・
相
続
、
そ
の
他
不
動

産
に
係
わ
る
も
の

【
相
談
員
】（
公
社
）栃
木
県
不
動
産

鑑
定
士
協
会
所
属
の
不
動
産
鑑
定
士

【
相
談
料
】無
料

有限会社 随想舎
028-616-6605 028-616-6607

1213 October 2016

独
立
行
政
法
人

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ミ
ナ
ー
事
務
局

☎
0
3-

5
9
1
3-

5
7
0
5

5
0
3-

5
9
1
3-

6
4
0
9

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

（
栃
木
県
産
業
会
館
８
Ｆ
）

☎
0
2
8-

6
1
2-

4
3
3
8

5
0
2
8-

6
1
2-

4
3
3
9

問合せ

　

こ
の
制
度
は
、
当
所
の
推
薦
に
よ

り
、
取
引
金
融
機
関
か
ら
の
事
業
資

金
の
借
入
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

【
ご
利
用
で
き
る
方
】

宇
都
宮
市
内
で
同
一
事
業
を
１
年
以

上
営
み
、
一
定
の
推
薦
要
件
を
満
た

し
て
い
る
会
員
事
業
所

【
借
入
限
度
額
】

5
0
0
万
円
ま
た
は
平
均
月
商
の

3
倍
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額（
た
だ

し
設
備
資
金
は
5
0
0
万
円
ま
で
）

【
保
証
期
間
】  

10
年
以
内　
　
　

【
借
入
利
率
】金
融
機
関
所
定
利
率

【
信
用
保
証
料
】

年
0.
4
5
％
～
1.
9
0
％

【
担
保
・
保
証
人
】

担
保
不
要
、
保
証
人
は
原
則
と
し
て

不
要（
法
人
代
表
者
を
除
く
）

※
審
査
の
結
果
、
ご
希
望
に
沿
え
な

　

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

商
工
い
き
い
き
特
別
保
証

経
営
支
援
部

☎
0
2
8-

6
3
7- 

3
1
3
1

問合せ

市
内
金
融
機
関
、 

信
用
保
証
協
会
と
連
携

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

経
営
の
先
行
き
に
不
安
を

感
じ
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

　

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
は
、

中
小
企
業
の
再
生
に
向
け
た
取
り
組

み
を
支
援
す
る
た
め
都
道
府
県
ご
と

に
設
置
さ
れ
て
い
る
公
正
中
立
な
公

的
機
関
で
す
。

　

事
業
の
収
益
性
は
あ
る
が
、
財
務

上
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
中
小
企
業

を
対
象
に
、き
め
細
か
い
経
営
相
談
・

再
生
支
援
を
行
い
ま
す
。

栃
木
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

（
栃
木
県
産
業
会
館
7
Ｆ
）

☎
0
2
8-

6
1
0- 

4
1
1
0

問合せ

第一次対応第二次対応

企
業
再
生

専
任
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る

窓
口
相
談

●	

財
務
諸
表
等
に
よ
り
現
状
分
析

●	

支
援
施
策
の
紹
介

●	

企
業
再
生
の
可
能
性
の
検
討

専
門
家
チ
ー
ム
が

再
生
計
画
の
策
定
を
支
援

●	

再
生
手
法
の
検
討
→
再
生
計
画

　
の
策
定

●	

債
権
者
間
調
整
〜
合
意

※金融機関も独自に中小企業支援コンサルティングを行っており、その過程で再生支援協議会
　を紹介されることもあります。

再
生
計
画
を
策
定
し
て

金
融
機
関
と
の
調
整
が
必
要
な
場
合

再
生
計
画
ス
タ
ー
ト

● 

再
生
計
画
の
進
捗
状
況
を
サ
ポ
ー
ト

経
営
支
援
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

　

ま
だ
な
ん
と
か
な
る
…
も
う
少

し
頑
張
れ
ば
…
と
、
事
業
を
続
け

て
い
る
う
ち
に
、
事
態
は
よ
り
深

刻
に
な
り
、
傷
口
を
大
き
く
広
げ

る
事
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

経
営
不
振
に
陥
っ
た
時
は「
早
期

に
適
切
な
手
を
打
つ
」こ
と
が
、
倒

産
を
防
ぐ
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

経
営
の
先
行
き
に
不
安
が
生
じ
た

ら
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
ご
連
絡

経
営
不
振
は
早
期
の
対
応
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
！

専
門
家
と
と
も
に
、ご
相
談
を
承
り
ま
す
!!

経
営
安
定
特
別
相
談
室

く
だ
さ
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
家
と

と
も
に
ご
相
談
に
対
応
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

で
す
。

経
営
者
の
た
め
の
事
業
承
継
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

〜
知
っ
て
お
き
た
い
経
営
者
交
代
時
に
活
用
で
き
る
支
援
施
策
〜

「
経
営
者
意
識
改
革
塾
」開
催
の
お
知
ら
せ

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

ひ
と
づ
く
り
未
来
塾
「
経
営
者
意
識
改
革
塾
」

　

後
継
者
不
在
か
ら
廃
業
す
る
中

小
企
業
が
増
え
る
中
、
Ｍ
＆
Ａ
を

活
用
し
た
事
業
引
継
ぎ
へ
の
関
心
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

当
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
経
営
者
交

代
時
に
活
用
で
き
る
支
援
施
策
や
、

国
の
支
援
機
関
で
あ
る「
事
業
引
継

ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
」の
取
り
組
み
な

ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

11
月
９
日（
水
）

午
後
２
時
〜
５
時

（
受
付
：
午
後
１
時
30
分
〜
）

【
会
場
】

宇
都
宮
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ホ
ー
ル

（
宇
都
宮
市
本
町
４-

12
虎
屋
ビ
ル

７
階
）

【
対
象
】

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
経

営
者
な
ら
び
に
後
継
者
等

◎
内
容

・
第
１
部（
午
後
２
時
〜
４
時
）

「
経
営
者
交
代
時
に
活
用
で
き
る

支
援
施
策
」

・
第
２
部（
午
後
４
時
10
分
〜
５
時
）

「
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
の

取
り
組
み
」

　

企
業
の
役
割
は
、
顧
客
創
造
、・

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
だ
け
で

は
な
く
、
雇
用
の
創
出
、
社
会
貢

献
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
改
め
て「
経
営
と
は
何

か
？
」を
確
認
し
、
経
営
者
と
し
て

の
資
質
向
上
を
図
る
た
め
に
、
４

日
間
・
全
４
回
コ
ー
ス
の
経
営
者

意
識
改
革
塾
を
開
催
し
ま
す
。

　

経
営
者
と
し
て
さ
ら
な
る
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
図
る
一
環
と
し
て
、
ぜ
ひ

当
意
識
改
革
塾
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
受
講
対
象
者
】　

経
営
者
や
経
営
幹
部
な
ど

【
定
員
】

20
人（
予
約
制
、
先
着
順
）

【
参
加
費
】無
料

【
主
催
】

独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備

機
構

【
申
込
方
法
】

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://28jss.sm

rj.
go.jp

）か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
受
講
料
】　

◎
会
員
企
業
…
…
…
１
人　

２
万
円

◎
非
会
員
企
業
…
…
１
人　

４
万
円

【
定
員
】　

30
人

【
申
込
】　

本
号
の
折
込
チ
ラ
シ
に
必
要
事
項
を

ご
記
入
の
上
、
受
講
料
を
添
え
て
窓

口
へ
お
申
込
み
い
た
だ
く
か
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
に
て
申
込
書
を
送
付
の
上
、
受
講

料
を
指
定
の
口
座
に
お
振
り
込
み
く

だ
さ
い
。経

営
支
援
部
　
川
村

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

経営方針のポイント、目標設定・目標
管理の仕方、組織の考え方、トップの
職務、決算書の押さえどころ　など

【プログラム内容】

㈱ TMC経営支援センター
代表取締役会長   岡部　正治

㈱足利フラワーリゾート
代表取締役社長   早川　慶治郎

11月8日(火) 午後１時～５時   会場：ホテルニューイタヤ

人材活用の仕方、
財務諸表の読み方

講師

体験談講話

テーマ

ノーワーク・ノーペイの原則、人事・
労務の考え方、就業規則の重要ポイン
ト　など

㈱ TMC経営支援センター
代表取締役会長   岡部　正治

㈱グリーンデイズ
代表取締役　林　書緯

11月15日(火) 午後１時～５時   会場：当所2階大会議室

信賞必罰、
就業規則

講師

体験談講話

テーマ

社員教育のポイント、仕事の教え方、
ヤル気にさせる方法、トップの責任　
など

㈱ TMC経営支援センター
代表取締役会長   岡部　正治

サトーカメラ㈱
代表取締役社長   佐藤　千秋

11月22日(火)  午後１時～５時   会場：当所2階大会議室

社員教育の仕方
講師

体験談講話

テーマ

労使トラブル事例、労使トラブル防止
対策、入社から退職までの人事労務管
理のポイント　など

㈱ TMC経営支援センター
代表取締役会長   岡部　正治

㈱ファーマーズ・フォレスト
代表取締役社長   松本　謙

11月29日(火)  午後１時～５時   会場：当所2階大会議室

労使トラブル対策、
人事労務の管理体制

講師

体験談講話

テーマ



商工会議所共済制度

1415 October 2016

■不動産鑑定相談（年４回）
日　時	 11月9日（水）　午後１時３０分～４時３０分	
内　容	 不動産の基礎知識、土地建物の価格、地代、家賃、その他不動産に係わる相談
相談員	 不動産鑑定士（ （公社）栃木県不動産鑑定士協会所属）
問合せ	 経営支援部

■企業年金相談
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 企業年金、退職金制度導入、組み換えなど
相談員	 栃木県ファイナンシャル・プランナーズ協同組合員
問合せ	 総務部

■税務相談
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 所得税、法人税、相続税、その他各種相談
相談員	 税理士　
問合せ	 経営支援部

■個人情報保護法対策相談
内　容	 個人情報の安全管理と社内整備、適法・不適法確認と
 　　　   改善策、漏えい賠償保険のリスク診断、有事の対応など
受付・回答   「個別相談」受付カードにより相談申込を受付、�相談員を
　　　　派遣またはFAX・電話で迅速に回答
相談員	 協力保険会社9社のスタッフ・コンサルタント　
問合せ	 総務部

■法律相談（毎月第2火曜日）
日　時	 10月11日、11月8日   午後１時30分〜４時30分
受　付	 午後1時〜3時（先着10人まで）
内　容	 ＰＬ法関係、売掛金の回収方法、�不渡手形の処理方法、
	 従業員の交通事故、不動産取引など
相談員	 弁護士	
問合せ	 経営支援部

■弁理士知財相談（毎月第1金曜日） 
　1日知財窓口（毎月第3金曜日・要予約）
日　時	 10月21日（１日知財窓口）
	 11月4日（弁理士知財相談）
	 両日とも午後１時３０分～４時３０分
受　付	 午後１時〜４時
内　容	 特許、実用新案、商標、意匠登録その他発明に関する各種相談
相談員	 弁理士	
問合せ	 経営支援部
※1日知財窓口は、事前に栃木県産業振興センター
　（☎028-670-2617）への予約が必要です。

専門相談

無料の専門相談です。
弁護士や弁理士などの各分野の専門家が、

悩みを解決します。

会場  
法律相談・ 弁理士知財相談 ・ 1 日知財窓口 ・ 

不動産鑑定相談は  宇都宮商工会議所
☎028-637-3131

　

マ
ル
経
融
資
制
度（
小
規
模
事
業

者
経
営
改
善
資
金
）は
、
経
営
改
善

を
図
ろ
う
と
す
る
小
規
模
事
業
者
の

方
々
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
た
め
、

商
工
会
議
所
の
推
薦
に
よ
り
、
無
担

保
・
無
保
証
人
、
低
金
利
で
融
資
が

受
け
ら
れ
る
国（
日
本
政
策
金
融
公

庫
）の
公
的
融
資
制
度
で
す
。

■
ご
利
用
で
き
る
方

◎ 

従
業
員
数
が
製
造
業
・
建
設
業

等
は
20
人
以
下
、
商
業
・
サ
ー

ビ
ス
業
は
５
人
以
下（
宿
泊
業
・

娯
楽
業
は
20
人
以
下
）の
方
。

※ 

事
業
主
、
家
族
従
業
員
、
臨
時
、

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
法
人
の

役
員
は
除
く（
法
人
役
員
の
家
族
従

業
員
は
従
業
員
と
み
な
し
ま
す
）。

◎ 

宇
都
宮
市
内（
旧
河
内
町
、
上
河

内
町
除
く
）で
１
年
以
上
営
業
し

て
お
り
、
商
工
会
議
所
の
経
営
指

導
を
６
カ
月
以
上
受
け
て
い
る
方
。

◎ 
所
得
税
ま
た
は
法
人
税
、
事
業

税
、
住
民
税（
県
民
税
・
市
民
税
）

等
を
完
納
し
て
い
る
方
。

※ 

日
本
政
策
金
融
公
庫（
国
民
生
活

事
業
）の
非
対
象
業
種
の
方
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

マ
ル
経
融
資

無
担
保・無
保
証
人・低
金
利
の
融
資
制
度　

国
の
マ
ル
経
融
資
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ
ご
準
備
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
共
済
等 

口
座
振
替
日

10月の
ふれあい共済等

振替日

10月24日（月） 相談
無料

経
営
支
援
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

■
融
資
の
流
れ

■
融
資
の
条
件

※お申し込みから融資実行までに約３週間程度かかります。
※審査の結果、ご希望に沿えない場合があります。

資金の貸付

小
規
模
事
業
者

商
工
会
議
所
の

経
営
指
導
員
が
実
訪
の
調
査

商
工
会
議
所
の
審
査

日
本
政
策
金
融
公
庫

の
審
査

推    

薦

相
談・申
込

担保・保証人

不  要
（信用保証協会の保証も不要）

返済期間

利率融資限度額

運転資金 : 7年以内
（うち据置 1年以内）

設備資金 : 10年以内
（うち据置 2年以内）

1.30％
（平成28年9月28日現在）
※金利は金融情勢により

変動します

 2,000万円
※1,500万円を超える場合は
　 事業計画書等の提出が必要

■
融
資
の
流
れ

■
融
資
の
条
件

※お申し込みから融資実行までに約３週間程度かかります。
※審査の結果、ご希望に沿えない場合があります。

資金の貸付

小
規
模
事
業
者

商
工
会
議
所
の

経
営
指
導
員
が
実
訪
の
調
査

商
工
会
議
所
の
審
査

日
本
政
策
金
融
公
庫

の
審
査

推    

薦

相
談・申
込

担保・保証人

不  要
（信用保証協会の保証も不要）

返済期間

利率融資限度額

運転資金 : 7年以内
（うち据置 1年以内）

設備資金 : 10年以内
（うち据置 2年以内）

1.30％
（平成28年9月28日現在）
※金利は金融情勢により

変動します

 2,000万円
※1,500万円を超える場合は
　 事業計画書等の提出が必要

特
定
退
職
金
共
済
制
度

問合せ
総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

〈
引
受
保
険
会
社
〉

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱

宇
都
宮
営
業
所

☎
0
2
8-

6
3
7-

7
6
7
0

ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

当
所
で
は
、９
月
15
日（
木
）か

ら
11
月
30
日（
水
）に
か
け
て
、福

祉
団
体
定
期
保
険
の
引
受
会
社
で

あ
る
ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱
と
共
同

で
、ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
福
祉

制
度
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
中
で

す
。

　

本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、制
度
の

内
容
を
会
員
の
皆
さ
ま
に
ご
理
解

い
た
だ
き
、会
員
事
業
所
の
福
利

厚
生
の
向
上
に
お
役
立
て
い
た
だ

く
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

本
制
度
の
特
徴
は
、経
営
者
・
役

員
の
皆
さ
ま
の
保
障
や
退
職
準
備

金
ほ
か
、入
院
・
介
護
・
老
後
に
備

え
た
さ
ま
ざ
ま
な
保
障
ニ
ー
ズ
に

お
応
え
す
る
も
の
で
す
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
は
、当
所

職
員
お
よ
び
ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱

※
ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ

と
は

　

商
工
会
議
所
共
済
制
度

の
普
及
お
よ
び
推
進
を
通

じ
て
、商
工
業
者
の
福
利
厚

生
の
向
上
と
企
業
経
営
の

安
定
を
図
り
、地
域
社
会
へ

の
貢
献
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
、全
国
各
地

の
商
工
会
議
所
と
ア
ク
サ

生
命
保
険
㈱
で
運
営
し
て

い
る
組
織
で
す
。

の
社
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、ぜ

ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
福

祉
制
度
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
あ
わ
せ

て
栃
木
県
内
商
工
会
議
所
と
共
に

県
内
統
一
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
実
施
し

て
い
ま
す
。保
険
や
共
済
の
ご
成
約

の
方
に
は「
特
別
純
米
酒
」を
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中

に「
保
険
証
券
分
析
」を
お
勧
め
し

て
い
ま
す
。現
在
ご
加
入
の
保
険
内

容
が
ご
自
身
に
合
っ
た
も
の
か
ど

う
か
の
確
認
を
ア
ク
サ
生
命
保
険

㈱
が
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、こ
の
機
会
に
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。ご
相
談
い
た
だ

い
た
方
に
は「
か
る
め
焼
き
」を
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
福
祉
制
度
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
県
内
統
一
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

全国菓子大博覧会金賞受賞の
技術で焼き上げた、古きよき時
代のなつかしい味です。純度の
高い沖縄の黒糖を使用し、添加
物は一切使わずにひとつひとつ
職人が真心こめて焼き上げてい
ます。

かるめ焼き
1箱（6個入）

黒糖・ごまサブレ

宇都宮市瑞穂野地区の契約栽
培・酒造好適米「五月万石」を
60％まで磨いた特別純米酒です。
ほのかにつややかな香りとソフト
な口当たりをお楽しみください。

特別純米酒
1本(180㎖ )



会員情報局

6,007

6,007 3028-616-6605
www.zuisousha.co.jp

宇都宮市本町10-3 TSビル

随想舎有限会社

19,678宇都宮商工会議所管内の事業所数

[平成24年経済センサス活動調査] [平成28年6月末現在]
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 「天地人」 広告の申し込み・問合せは
 有限会社 随想舎

☎028-616-6605 5028-616-6607
有限会社  栃木広告社

☎028-639-1115 5028-639-1116

入会希望事業所を
ご紹介ください

−がんばる経営をお手伝いします−
宇都宮商工会議所　総務部

☎028-637-3131 5028-634-8694

チラシ・カタログ展示
コーナーのご案内

会員企業展示
コーナー設置

※ご希望の方は、
総務部までご連絡ください。

申込書を FAX で送信します。

商工会議所入口でＰＲ

　
総
務
部

　
☎	

0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

	

0
2
8-

6
3
4-

8
6
9
4

問合せ

■
投
稿
先

	

宇
都
宮
商
工
会
議
所

	

会
報
「
天
地
人
」

	

（
商
い
川
柳
）
係

	

〒
3
2
0–

0
8
0
6

	

宇
都
宮
市
中
央
3–

1–

4

	

5
0
2
8–

6
3
4–

8
6
9
4

投
稿
対
象

会
報
「
天
地
人
」
読
者
（
会
員
に
限

り
ま
せ
ん
の
で
、
当
会
報
を
ご
覧
の

読
者
全
員
が
対
象
で
す
）

課
題

商
工
全
般
に
関
わ
る
川
柳

（
題
は
特
定
し
ま
せ
ん
）

要
領

①
毎
月
末
日
締
切

②
１
人
３
句
ま
で
、
住
所
・
氏
名
・

　

年
齢
・
職
業
（
事
業
所
名
）
を　

　

記
入
し
て
、
は
が
き
、
手
紙
、

　

Ｆ
A
Ｘ
に
よ
り
、
楷
書
で
投
稿

③
優
秀
作
品
を
年
間
表
彰

会員登録情報の変更について
変更がありましたらご一報ください！
　社名・支店名などの事業所名の変更、事業所または事務
所の移動による住所の変更、代表者または支店長の変更な
どが生じました場合には、総務部会員担当まで、ご連絡を
お願いします。
〈問合せ〉　総務部 ☎028-６３７-３１３１

業種  美容業 代表  葛西　智志さん

〈所在地〉
宇都宮市下川俣町500-10 ２Ｆ

☎6028-613-3966
〈営業時間〉10:00〜20:00
〈受付時間〉カラー・パーマは

18:30まで、カットは19:00まで
〈定休日〉火曜日、第３水曜日

Harenohi salon

　
「『
一人
ひ
と
り
の
お
客
さ
ま
の
美
意
識

の
底
上
げ
』の
お
手
伝
い
が
で
き
る
」を

モ
ッ
ト
ー
に
、
日
々
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ス
マ
ホ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
情
報
が
得
や

す
く
な
っ
て
い
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、「
人

と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
」が
大
切
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
お
客
さ
ま
に
合
わ
せ
た
ヘ

ア
ス
タ
イ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
を
ク
チ
ュ
ー
ル

的
に
提
案
し
、
お
付
き
合
い
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
当
サ
ロ
ン
の
強
み
で
す
。

お
客
さ
ま
の
日
常
を
ハ
レ
ノ
ヒ
に
。

紫し

そ蘇
揉
ん
で
揉
ん
で
自
慢
の
梅
の
色

繁
昌
の
店
ば
ら
ば
ら
に
昼
を
食
い

減
食
へ
ま
だ
動
か
な
い
秤
の
目

台
風
へ
母
が
持
ち
出
す
五
寸
釘

釣
り
針
を
逃
れ
た
鮎
へ
梁
が
待
ち

日
焼
け
し
て
肌
を
競
べ
て
新
学
期

祖
父
さ
ん
に
薄
れ
る
父
の
七
光
り

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
は
り
八
十
路
の
胸
躍
る

秋
刀
魚
焼
く
女
一
人
へ
秋
深
む

夏
痩
せ
の
急
場
を
凌
ぐ
フ
ラ
イ
パ
ン

鈴
木
芙
美
子

田
中　

文
子

大
塚　

栄
子

星　
　

政
造

渡
辺　

一
郎

飯
塚　
　

藤

御
牧　

秀
世

福
士
美
枝
子

鈴
木　
　

茂

笹
田　

ス
ミ

（
主
婦
）

（
主
婦
）

（
主
婦
）

（
無
職
）

（
無
職
）

（
無
職
）

（
無
職
）

（
主
婦
）

（
無
職
）

（
主
婦
）

第
229
回
荒
井 

宗
明
選

〈
評
〉
粋す

い

も
辛
い
も
母
さ
ん
の
皺し
わ

。

〈
評
〉
一
人
淋
し
く
啜
る
ラ
ー
メ
ン
。

〈
評
〉
ダ
ー
ツ
広
げ
る
明
日
の
ス
カ
ー
ト

選者  荒井 宗明 氏

頭の体操をはじめよう！ クロスワードパズル

そ
れ
で
も
人
は
進
む
。

一
歩
一
歩
し
か
進
め
な
い
け
ど
。

そ
の
一
歩
が
、
大
き
な
前
進
に

繋
が
る
の
だ
か
ら
。

書
道
家

 

武
田 

双
雲

　書道家。熊本育ち。３歳から母である双
葉（そうよう）に師事。東京理科大学、Ｎ
ＴＴ退社後、ストリートからはじめる。Ｎ
ＨＫ大河ドラマ「天地人」や世界遺産「平泉」
など数々の題字を手がける。全国でユニー
クな個展を開催。著書は、作品集【絆】、【上
機嫌のすすめ】など 20 を超える。書道教
室は約３００名（２００５年より満席状態
が続く）。公式ブログ「書の力」のアクセ
ス数は、１日５万を超える。 
⇒ http://ameblo.jp/souun

武
田  

双
雲 

／ 

た
け
だ
・
そ
う
う
ん

〈 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

〉

◎栃木県立博物館 ☎028-634-1311�
企画展「NIKKO－国際観光都市・日光の成立」
（県立博物館・県立美術館・総合文化センター3館連携企画）
11月20日（日）まで
国際観光都市として発展した明治時代以降の日光について紹介。
「日光中禅寺湖」（川瀬巴水作）、「日光名所真景」（井上安治作）、「野
州二荒山温泉之図」など約200点の資料を展示（同館チラシより）。
一般＝250円／大高生＝120円

◎宇都宮美術館 ☎028-643-0100
企画展「スター・ウォーズ展　未来へつづく、創造のビジョン。」
11月27日（日）まで
映画史に名を刻む「スター・ウォーズ」。本展では、ジョージ・ルー
カス氏自らが選りすぐったアーティストの作品とともに、映画制作で
実際に用いた衣装、小道具などを展示（同館ホームページより）。
一般＝1,000円／大高生＝800円／小・中学600円

◎栃木県立美術館 ☎028-621-3566
企画展「旅するイギリス美術」
10月29日（土）～12月25日（日）
イギリスの美術は旅との関わりの中で発展してきた。18世紀はロー
マを旅して古典文化を知り、19世紀には自国の風景美に目覚めた。
ローマから栃木まで、イギリス美術を楽しむ（同館ホームページより）。
一般＝800円／大高生＝500円／中学生以下無料

応募先 〒320−0806 宇都宮市中央3 -1- 4　
宇都宮商工会議所 会報「天地人」係　E-Mail:info@u-cci.or.jp
※個人情報保護法に基づき、応募データは上記目的以外には使用しません。

A
か
ら
H
の
文
字
を
並
べ
替
え
て
、あ
る
言
葉
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い

〈
ヒ
ン
ト
〉当
初
の
主
旨
と
は
大
分
違
っ
て
し
ま
っ
た
感
が
あ
る
が
、相
変
わ
ら
ず
人
気
の
納
税
シ
ス
テ
ム
の
ひ
と
つ

1.
2.
3.
4.
5.
6.
8.
12.
14.
15.
17.
19.
21.

1.
7.
9.
10.
11.
13.
16.
18.
20.
22.
23.
24.

甘い香りが漂って初めて開花に気付く樹木
「資金については心配するな、私には強力な○○○○○がいる」などと
「ご馳走を見るとすぐ○○○○が動く」と言われるのは人差し指のこと。
律令制の租税のひとつ。よく「租、○○、調」と呼ばれた。
くやしさやいきどおりをこらえるときに噛むところ。
よく「▲▲大会まであと何日の○○○○・ダウンが始まった」などと
仕事から解放されて自由に使える時間
「この技術に関しては決して他社に劣らないという○○がある」
「遺伝の法則」を発見したオーストリアの植物学者
ビゼー作曲の著名な歌劇またはヒロインの名
アフリカ北東部を北に流れる世界最長の川「○○○川」
遊園地やイベント会場などで、よくこれの「お知らせ」放送が
京都や奈良は○○と呼ばれます

会社員や公務員などが身分を保障されたまま一定期間休むこと
先の戦争後、日本は「○○○○○○天皇制」になった
賞品や賞金を渡すとき、贈る物の品名を書いたもの
「あの看板は地域の○○○を損ねるので撤去させよう」などと
カツオブシや昆布などを煮出した、うまみのある汁
あの投手、球速、コントロールも抜群でなかなか○○○が見つからない
ゴルフ1ラウンド18ホールのコースの後半9ホールの呼び名
「１日であんな量の○○○をこなすのは至難の技だね」などと
真岡線にこの秋新たなコレがやってきました
1620年、英国からアメリカへの移住民が乗った船「○○フラワー号」
「存在と無」「弁証法的理性批判」などで知られるフランスの哲学者
突然発生した▲▲事件の○○○策を講ずるのに関係者は大わらわ。

●ヨコのカギ

●タテのカギ

先
月
号
の
答
え : 

キ
ノ
ウ
セ
イ
シ
ョ
ク
ヒ
ン

●	

回
答
を
ハ
ガ
キ
、
ま
た
は
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
明
記
の
上
、

	

宇
都
宮
商
工
会
議
所「
天
地
人
」担
当（
下
記
）ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

	

正
解
者
の
中
か
ら
5
名
様
に
5
0
0
円
分
の
図
書
カ
ー
ド
を
し

　
上
げ
ま
す
。

	

締
め
切
り
10
月
31
日
到
着
分
ま
で
。

	

※
当
選
発
表
は
、
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

小
林
信
彦
は
小
説
家
で
す
が
、
映

画
や
喜
劇
に
つ
い
て
の
評
論
で
も
定
評

が
あ
り
ま
す
。
映
画「
フ
ー
テ
ン
の
寅
」

の
主
人
公
で
あ
る
渥
美
清
と
は
、
彼
が

売
れ
な
い
頃
か
ら
の
交
流
が
あ
り
、
こ

れ
ま
で
も
し
ば
し
ば
エ
ッ
セ
イ
に
書
い

て
き
ま
し
た
。

　

本
書
は
渥
美
清
の
評
伝
で
す
が
、

む
し
ろ「
こ
れ
か
ら
の
し
上
が
ろ
う
と

す
る
役
者
と
小
説
家
の
交
友
録
」で
あ

り
、
個
人
的
な
思
い
出
を
つ
づ
っ
た
ス

タ
イ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味

で
こ
れ
は「
渥
美
清
の
評
伝
」で
あ
る
と

と
も
に「
小
林
信
彦
の
青
春
記
」で
も
あ

り
ま
す
。

　

そ
し
て
時
代
背
景
は
１
９
６
０
年

代
、
映
画
産
業
が
斜
陽
に
な
り
、
テ
レ

ビ
が
上
り
坂
を
ぐ
ん
ぐ
ん
駆
け
上
が
る

高
度
成
長
期

—

そ
の
世
相
や
空
気

感
も
伝
わ
っ
て
く
る
一
冊
で
す
。

『
お
か
し
な
男　

渥
美
清
』

小
林 

信
彦［
著
］

ち
く
ま
文
庫

9
5
0
円
＋
税

「前進」



烽火墨書土器

柳田大橋から

飛山城跡を望む
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十
月
十
六
日（
日
）～
十
七
日（
月
）

日
光
東
照
宮
秋
季
例
大
祭（
日
光
市
）

　
十
六
日
に
は
流
鏑
馬
の
神
事
が
、
十
七
日

に
は
徳
川
家
康
の
遺
骸
を
久
能
山
か
ら
日
光

へ
改
葬
し
た
際
の
行
列
を
再
現
す
る「
百
物
揃

千
人
行
列
」が
行
わ
れ
る
。

十
月
二
十
五
日（
火
）　

唐
沢
山
秋
季
大
祭（
佐
野
市
）

　
平
将
門
を
滅
ぼ
し
た
藤
原
秀
郷
を
祀
る
唐

沢
山
神
社
の
大
祭
。
浦
安
の
舞
が
奉
納
さ
れ

る
ほ
か
、
十
六
日（
日
）に
は
奉
納
武
道
大
会

が
行
わ
れ
る
。
神
社
は
唐
沢
山
城
本
丸
跡
に

建
つ
。

十
月
二
十
九
日（
土
）～
三
十
日（
日
）

宇
都
宮
二
荒
山
神
社
菊
水
祭（
宇
都
宮
市
）

　
二
荒
山
神
社
の
大
祭「
秋
山
祭
」の
付
け
祭

り
。
市
内
を
上
町
、
下
町
に
分
け
て
鳳
輦
渡

御
が
行
わ
れ
、
参
道
で
は
流
鏑
馬
が
奉
納
さ

れ
る
。

十
一
月
三
日（
文
化
の
日
・
木
）～
四
日（
金
）

光
丸
山
大
縁
日（
大
田
原
市
湯
津
上
）

　
慈
覚
大
師
の
開
基
と
伝
え
ら
、
約
四
百
年

の
歴
史
を
刻
む
古
刹
光
丸
山
の
大
縁
日
。
神

仏
習
合
を
今
に
伝
え
る
本
祭
で
は
、
天
狗
の

面
を
付
け
た
猿
田
彦
を
先
頭
に
佐
良
土
の
宿

内
を
神
輿
が
巡
行
し
、
人
々
の
無
病
息
災
を

願
う
。

十
一
月
九
日（
水
）～
十
日（
木
）

大
前
神
社
秋
季
例
大
祭（
真
岡
市
）

　『
延
喜
式
神
名
帳
』に
記
さ
れ
る
古
社
大
前

神
社
で
、
五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
、
太
々
神
楽

の
奉
納
や
福
撒
き
が
行
わ
れ
る
。

宇都宮伝統文化連絡協議会顧問  柏村  祐司

　

鬼
怒
川
に
架
か
る
柳
田
大
橋
か
ら
川
越

し
に
見
え
る
小
高
い
丘
を
飛
山
と
い
う
。

鬼
怒
川
に
面
し
た
所
は
崖
に
な
っ
て
お
り
、

鬼
怒
川
寄
り
か
ら
そ
の
丘
の
上
に
は
容
易

に
近
づ
け
な
い
。
そ
う
し
た
地
の
利
か
ら

鎌
倉
・
室
町
時
代
に
は
、
こ
こ
に
城
が
築

か
れ
た
。

　

飛
山
城
は
、
鎌
倉
時
代
の
末
の
永
仁
年

間（
一
二
九
三
～
九
八
）、
真
岡
に
城
を
構

え
て
い
た
芳
賀
高た

か
と
し俊

が
築
い
た
と
伝
え
ら

れ
る
。
そ
の
頃
、
宇
都
宮
氏
は
貞さ

だ
つ
な綱

が
当

主
の
時
代
で
あ
り
、
貞
綱
は
元
が
襲
来
し

た
弘
安
の
役（
一
二
八
一
）で
武
勲
を
あ
げ

た
功
績
に
よ
り
、
戦
後
鎌
倉
幕
府
の
要
職

で
あ
る
引ひ

き
つ
け
し
ゅ
う

付
衆
の
一
人
に
任
じ
ら
れ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
芳
賀
氏
が
宇
都
宮
氏
と

の
関
係
を
密
に
す
る
た
め
に
、
飛
山
城
を

築
い
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
宇
都
宮
氏
と
芳
賀
氏
の
関

係
が
文
献
上
で
確
認
で
き
る
の
は
、
文
治

五（
一
一
八
九
）年
、
源
頼
朝
軍
と
奥
州
藤

原
氏
が
戦
っ
た
阿あ

つ

か

し

や

ま

津
賀
志
山（
現
福
島
県

国
見
市
）合
戦
の
時
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
の

歴
史
書『
吾あ

ず
ま
か
が
み

妻
鏡
』に
は
、
芳
賀
高た

か
ち
か親
が
宇

都
宮
朝と

も
つ
な綱

の
家
臣
と
し
て
益
子
氏
と
と
も

に
従
い
、戦
功
を
あ
げ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

以
後
、
芳
賀
氏（
本
姓
は
清
原
氏
）と
益
子

氏（
本
姓
は
紀
氏
）は
、
紀
清
両
党
と
呼
ば

れ
、
宇
都
宮
氏
の
重
臣
と
し
て
活
躍
す
る
。

　

さ
て
、
芳
賀
氏
と
宇
都
宮
氏
は
、
あ
る

時
は
姻
戚
関
係
を
結
び
よ
り
強
固
な
結
び

つ
き
を
す
る
一
方
、
内
紛
に
よ
り
敵
対
す

る
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
飛
山
城
は
、

芳
賀
氏
所
領
支
配
の
根
拠
地
お
よ
び
合
戦

に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と

に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
。

　

飛
山
城
が
終
焉
を
迎
え
る
の
は
、
天
正

十
八（
一
五
九
〇
）年
七
月
で
あ
る
。
豊
臣

秀
吉
は
北
条
氏
を
破
り
小
田
原
城
を
陥

落
さ
せ
る
と
、
佐
竹
・
宇
都
宮
な
ら
び
に

家
来
の
も
の
ど
も
に
対
し
、「
い
ら
ざ
る
城

の
破
却
」を
命
じ
た
。
そ
の
時
、
飛
山
城
は

「
破
却
」の
対
象
と
な
り
、
さ
ら
に
慶
長
二

（
一
五
九
七
）年
、
宇
都
宮
氏
の
改
易
に
伴
っ

て
芳
賀
氏
も
こ
こ
に
滅
亡
し
た
の
で
、
完

全
に
廃
城
と
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

飛
山
城
跡
は
、
廃
城
後
四
百
年
を
経

た
今
日
で
も
堀
や
土
塁
と
い
っ
た
当
時
の

遺
構
を
残
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
昭
和

五
十
二
年
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
。

　

宇
都
宮
市
は
平
成
四
年
度
以
降
、
飛
山

城
跡
公
園
整
備
の
た
め
に
発
掘
調
査
を
行
っ

た
。
そ
の
結
果
城じ

ょ
う
か
く郭

内
か
ら
掘
立
柱
建
物

跡
や
竪
穴
建
物
跡
等
が
掘
り
出
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
発
掘
調
査
の
中
で
、
と
ん
で
も
な

い
も
の
が
出
て
来
た
の
で
あ
る
。
平
成
七
～

八
年
に
か
け
て
、
平
安
時
代
の
竪
穴
建
物

跡
が
十
二
軒
み
つ
か
り
、
そ
の
中
の
一
軒
か

ら
、「
烽
家
」 

と
墨
書
さ
れ
た
須
恵
器
の
坏

が
全
国
で
初
め
て
出
土
し
た
の
で
あ
る
。

　
「
烽
家
」は「
と
ぶ
ひ
や
」と
読
み
、「
烽
」

は「
の
ろ
し
」、「
家
」は「
施
設
」と
い
う
意

味
で
あ
り
、
こ
の
場
所
が
古
代
の
通
信
手

段
の
一つ
で
あ
る
の
ろ
し
を
上
げ
る
施
設
で

あ
っ
た
こ
と
を
示
す
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ

し
て
飛
山
の
語
源
は
、
こ
こ
が「
と
ぶ
ひ
の

や
ま
」で
あ
り
、
そ
れ
が
訛
っ
て「
と
び
や

ま
」に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
説
も
さ

さ
や
か
れ
て
い
る
。

　

飛
山
の
あ
る
所
は
、
火
山
灰
が
二
〇
メ
ー

ト
ル
程
も
厚
く
堆
積
し
た
台
地
上
に
あ
る
。

鬼
怒
川
の
西
方
か
ら
見
れ
ば
、
小
高
い
山
に

も
見
え
る
。
飛
山
の
語
源
は
、
平
坦
地
に

山
の
よ
う
に
見
え
る
所
ゆ
え「
飛
び
地
」な

ら
ぬ「
飛
び
山
」と
さ
れ
、
そ
れ
が
地
名
の

由
来
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。

そ
れ
が
古
代
の
の
ろ
し
を
上
げ
る
施
設
が

語
源
と
す
れ
ば
、
中
世
の
城
跡
に
さ
ら
な

る
新
た
な
ロマ
ン
が
膨
ら
む
の
で
あ
る
。

第50回

飛山の由来は「とぶひや」か

●ビジネススケジュール●　宇都宮商工会議所カレンダー 201610月〜    11月 神無月─霜月

(写真提供：柏村祐司 『栃木の祭り』より)

（宇都宮市教育委員会提供）　

今回で「なるほど宇都宮」の連載は終了します。次回からは、新連載「ふるさとの歴史民俗散歩」（柏村 祐司）が始まります。ご期待ください。
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経営支援部  ☎028-637-3131問合せ

宇
都
宮
商
工
会
議
所 

創
業
セ
ミ
ナ
ー　
受
講
生
募
集

創業
セミナー

実施日 時 間 テ ー マ 内 容

表 1「創業セミナー」カリキュラム（飲食店開業希望者向け）

※内容の一部に変更のある場合がございますので、あらかじめご了承ください。

11/4
金

11/9
水

11/11
金

11/16
水

11/18
金

11/22
水

11/25
金

11/30
水

12/2
金

12/7
水

午後6時～
9時30分

午後
6時30分～
9時30分

午後
6時30分～
9時30分

午後
6時30分～
9時30分

午後
6時30分～
9時30分

午後
6時30分～
9時30分

午後
6時30分～
9時30分

午後
6時30分～
9時30分

午後
6時30分～
9時30分

午後
6時30分～
9時30分

ビジネスプランの発表

ビジネスプランの作成

開業に必要な基礎知識

知ってると知らないとでは
大違いな融資のポイント

やっぱり大切お金のこと

固定客の確保に必要なこと

自分は誰に何をするか
（したいのか）

自分ができることは何か

成功する秘訣

経営者の心構え
●経営者の心構え　
●ビジネスプラン作成のヒント    
●成功するために必要なこと    

●繁盛店の秘訣（事例紹介）　
●経営者講話    
       

●事業のコアを考える　
●自分自身の棚卸し    
●強みと弱みを知る
  （swot 分析）        

●ターゲットの明確化
  （どこのだれに売るか）   
●販売戦略とは
  （どのように売るか）
●ビジネスプランの意見交換
  （グループワーク）          

●販路開拓の重要性
　（新たな顧客の獲得）   
●ビジネスプランの作成
　（個人ワーク）            

●会計・税務の基礎知識    
●数字に強い経営者が成功する
（収支計画、B/S、P/Lの見方）    
●キャッシュフローが商売の
　明暗を分ける              

●資金調達の方法
●創業者融資制度について
●銀行が教える創業融資の
  ポイント　
●商工会議所の活用                                  

●創業に必要な手続き　
●個人と法人の違い   
●従業員を雇う際のポイント　
●助成金活用事例
●人材育成のキモ                    

●ビジネスプランの意見交換
　（グループワーク）   
●ビジネスプランの作成
　（個人ワーク）                     

●決意表明
　（自分は何をやるか発表しよう）
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ツ
カ
サ
精
密
の
経
営
理
念

が
現
在
の
も
の
に
な
っ
た
の

は
約
10
年
前
の
こ
と
。
渡
邊
社
長
は

「
前
は
難
し
い
文
章
だ
っ
た
ん
で
す

が
、
若
い
人
も
多
い
の
で
、
よ
り
分

り
や
す
い
こ
と
ば
に
言
い
換
え
ま
し

た
」
と
笑
い
ま
す
。
現
在
の
経
営
理

念
は
、
本
工
場
の
中
２
階
に
大
き
く

貼
り
出
し
て
あ
り
ま
す
。「
い
つ
で

も
読
め
ま
す
か
ら
、
覚
え
て
い
な
い

社
員
は
い
な
い
で
す
ね
」

　

ま
た
同
社
に
は
「
品
質
方
針
」

も
あ
り
ま
す
。「
品
質
を
高
め
る
に

は
、
人
間
性
を
磨
く
こ
と
で
あ
る
」

「
品
質
を
守
り
、
会
社
を
守
り
ま

す
」「
高
品
質
を
築
い
て
、
お
客
様

の
信
頼
を
勝
ち
取
ろ
う
！
」
と
、
同

社
の
根
幹
で
あ
る
技
術
力
と
品
質
力

を
強
調
す
る
内
容
で
す
。

　
「
他
に
毎
年
活
動
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
定

め
て
い
ま
す
。
今
年
は
『
社
会
の
変

化
に
機
敏
に
反
応
し
な
が
ら
基
本
に

徹
し
て
、
新
た
な
挑
戦
の
一
年
に
し

ま
し
ょ
う
』
で
す
」

　

同
社
に
は
「
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
21 

あ

み
の
輪
」
と
い
う
部
門
が

あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
同
社
の
技
術

力
を
背
景
に
、
自
由
な
発
想
で
商
品

開
発
を
行
って
い
ま
す
。

　

Ｂ
Ｌ
Ｂ
（Bicyclist's Bicycle

）

ブ
ラ
ン
ド
で
は
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
自

転
車
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
開

発
を
行
っ
て
い
ま
す
。
金
属
制
の
ア

ク
セ
サ
リ
ー
は
、
同
社
オ
リ
ジ
ナ
ル

商
品
の
販
売
や
、
注
文
生
産
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
企
業
の
ノ
ベ
ル
テ
ィ

と
し
て
も
人
気
が
出
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。

　

ま
た
、
プ
ロ
自
転
車
チ
ー
ム
宇
都

宮
ブ
リ
ッ
ツ
ェ
ン
か
ら
「
イ
ベ
ン
ト
で

使
用
す
る
自
転
車
体
験
シ
ュ
ミ
レ
ー

タ
ー
を
」
と
の
注
文
を
受
け
て
開
発

し
た
の
が「
Ｂ
Ｌ
Ｂ
ポ
ン
太
」（
写
真
）。

１
号
機
を
開
発
後
、
改
良
し
て
自

社
製
品
と
し
た
２
号
機
が
、
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
で
大
人
気
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
「
子
ど
も
が
何
度
も
何
度
も
挑
戦

す
る
ん
で
す
よ
。
楽
し
そ
う
な
姿
を

見
る
と
、
開
発
者
冥
利
に
尽
き
ま
す

ね
」
と
う
れ
し
そ
う
な
渡
邊
社
長
で

す
。

　

他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
製
品
開
発
を

進
め
て
い
る
「
あ
み
の
輪
」。
名
前
の

由
来
は
「
ネ
ッ
ト
の
輪
」「
人
の
つ
な

が
り
」
と
い
う
こ
と
か
ら
。
そ
の
名

前
の
と
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
集

ま
って
来
て
、
こ
れ
ま
で
考
え
ら
れ
な

か
っ
た
よ
う
な
新
し
い
展
開
が
広
が
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。

　
「
こ
れ
か
ら
は
、
ど
ん
な
に
い
い
も

の
を
作
っ
て
い
て
も
、
中
小
企
業
が

単
独
で
生
き
延
び
る
の
は
難
し
い
。

企
業
同
士
の
結
び
つ
き
が
、
新
し
い

挑
戦
を
生
み
ま
す
。
本
業
と
と
も
に

『
あ
み
の
輪
』
も
し
っ
か
り
続
け
て
、

発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

「

こ
れ
か
ら
は
企
業
同
士
の

 

結
び
つ
き
が
不
可
欠
で
す
」

　
板
金
・
金
属
製
品
の
加
工
を
手
が
け
る
㈱
ツ
カ
サ
精
密
で
は
、
平
成
20
年
に
新
し
い
部
門

と
し
て「
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
21 

あ
み
の
輪
」を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
本
業
の
高
い
技
術
力
と
、

新
部
門
の
柔
軟
な
発
想
力
が
、
同
社
の
力
を
さ
ら
に
高
め
て
い
ま
す
。
渡
邊
清
司
社
長
に
話

を
う
か
が
い
ま
し
た
。

Information

株式会社 ツカサ精密
代表取締役社長  渡邊  清司
設立／昭和59年
所在地／宇都宮市芦沼町3270-1
☎ 028-674-4189
5 028-674-4290
http://www.your-tukasa.co.jp

ファクトリー21あみの輪　
http://aminowa.net

株式会社ツカサ精密
代表取締役  渡邊 清司 氏

三つのことに
良い会社をつくろう

１．社員にとって
    良い会社をつくろう
２．お客様にとって
    良い会社をつくろう
３．地域社会に
    とって良い会社をつくろう

経営理念

　

当
所
で
は
、「
飲
食
店
」の
創
業
を
予
定
し

て
い
る
方
々
や
関
心
が
あ
る
方
を
対
象
に

「
創
業
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
ま
す
。

　

飲
食
店
創
業
の
心
構
え
や
必
要
な
手
続
き
、

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
作
成
な
ど
、
創
業
に
関

す
る
実
践
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
習
得
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

込
み
く
だ
さ
い
。
受
講
申
込
書
は
当
所
窓
口
、

最
寄
り
の
行
政
施
設
に
設
置
す
る
ほ
か
、
当

所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。
郵
送
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
直
接

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
そ
の
他
】

　

当
セ
ミ
ナ
ー
は
、
宇
都
宮
市
が
策
定
し
た

創
業
支
援
事
業
計
画
の
特
定
創
業
支
援
事
業

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、「
経
営
」「
財
務
」「
人

【
日
時
】11
月
4
日（
金
）
〜
12
月
7
日（
水
）

ま
で
の
10
日
間
。
時
間
は
表
1
を
参
照

【
内
容
】表
1
の
と
お
り

【
会
場
】 

当
所
大
会
議
室

【
定
員
】 

50
人（
先
着
順
）

【
受
講
料
】 

無
料

【
申
込
】

　

受
講
申
込
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う

え
、
当
所
窓
口
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
お
申
し

材
育
成
」「
販
路
開
拓
」の
各
項
目
を
受
講
し
、

か
つ
全
講
座
に
お
け
る
3/4
以
上
出
席
し
て
修

了
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
は
、
国
に
よ

る
支
援
措
置（
法
人
登
記
の
際
の
登
録
免
許

税
の
減
免
、
信
用
保
証
の
特
枠
の
適
用
お
よ

び
創
業
関
連
保
証
の
特
枠
の
拡
大
）の
ほ
か
、

宇
都
宮
市
独
自
の
支
援
措
置（
中
小
企
業
診

断
士
に
よ
る
定
期
経
営
診
断
な
ど
）の
対
象

と
な
り
ま
す
。

あみの輪オリジナル
商品の自転車体験
シュミレーター「ＢＬ
Ｂポン太」

ＢＬＢポン太や、自転車スタンドなど、
同社製品が並ぶ「あみの輪」の作業スペース

本社社屋
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　宇都宮の農業と言われて思い浮かぶのはな
んでしょうか。
　今月号では、宇都宮市の農業を特集しまし
た。宇都宮では米はもちろん、トマトや梨、
りんごなどさまざまな農産物があります。宇
都宮の農産物の長所はなんといっても品質。気候や土壌な
どの条件が満たされており、そこに農業者の方の努力がプ
ラスされ、素晴らしい野菜ができているのでしょう。産直
や朝市などもありますので、ぜひ宇都宮の味を堪能してみ
てください。（中山）

キタカンだより

北
関
東
自
動
車
道
の
開
通
で
、よ
り
近
く
な
っ
た
北
関
東
の
三
県
。

知
っ
て
い
る
よ
う
で
案
外
知
ら
な
い「
お
隣
さ
ん
」群
馬
県・茨
城
県
の

魅
力
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。ぜ
ひ
足
を
延
ば
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　　 MITOMAEBASHI

10月
October

商
工
会
議
所
の
活
用
レ
シ
ピ

Recipe

栃
木
Ｓ
Ｃ
か
ら
の
お
知
ら
せ

見
逃
す
な
！
Ｊ
２
復
帰
へ
の
最
終
章
！

　

今
シ
ー
ズ
ン
、
J
３
ス
テ
ー
ジ
で

戦
っ
て
い
る
栃
木
Ｓ
Ｃ
は
、
こ
れ
ま
で

10
連
勝（
新
記
録
）す
る
な
ど
快
進
撃
を

続
け
、
現
在
首
位
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
願
い
で
も
あ
る「
１
年
で
Ｊ

　

平
成
28
年
分
年
末
調
整
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

【
開
催
日
】

11
月
24
日（
木
）

【
会
場
】

栃
木
県
教
育
会
館

（
宇
都
宮
市
駒
生
１-

１-

６
）

【
開
催
時
間
】

育
会
館
会
場
」に
変
更
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※「
年
末
調
整
の
し
か
た
」と「
給
与
所

得
の
源
泉
徴
収
票
等
の
法
定
調
書
の
作

成
と
提
出
の
手
引
」を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

※
年
末
調
整
関
係
用
紙
等
の
送
付
枚
数

は
、
一
定
枚
数
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ホ
ー
ム
最
終
戦
の
11
月
13
日（
日
）は

「
後
援
会
デ
ー
」と
し
て
、
会
員
は
無
料

ご
招
待
と
豪
華
グ
ッ
ズ
が
当
た
る
抽
選

会
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
ご
入
会
者
に
も
適
用
さ
れ
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
入
会
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

【
年
会
費
】　

◎
個
人　
　

 

１
０
、
０
０
０
円（
１
口
）

◎
家
族

（
個
人
会
員
の
ご
家
族
で
同
一
住
所
の
方
）

　
　
　
　
　

   　

５
、
０
０
０
円（
１
口
）

◎
法
人　
　

  

３
０
、
０
０
０
円（
１
口
）

特
典
等
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

２
復
帰
！
」も
現
実
味
を
帯
び
て
お
り
、

栃
木
Ｓ
Ｃ
後
援
会
で
は
、
一
人
で
も
多

く
の
市
民
の
皆
さ
ま
に
応
援
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ご
家
族
・

ご
友
人
・
同
僚
な
ど
お
誘
い
合
わ
せ
の

う
え
、
ぜ
ひ
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム（
栃
木
県

グ
リ
ー
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
）に
足
を
お
運

び
く
だ
さ
い
。『
Ｊ
２
行
き
切
符
』を
こ

の
手
に
つ
か
む
た
め
、
皆
さ
ま
の
熱
い

エ
ー
ル
で
選
手
を
後
押
し
し
ま
し
ょ
う
。

　

栃
木
Ｓ
Ｃ
後
援
会
は「
継
続
的
支
援

宣
言
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
物
心
両

面
で
常
に
栃
木
Ｓ
Ｃ
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。
２
０
１
７
年
度
会
員
募
集
も

開
始
し
ま
し
た
。

　

会
員
に
は
特
典
が
多
数
ご
ざ
い
ま
す
。

申込・問合せ

栃
木
Ｓ
Ｃ
後
援
会

宇
都
宮
市
栄
町
１-

15　

栃
木
県
開
発
セ
ン
タ
ー
4
階

☎
0
2
8-

6
0
0-

3
4
7
5

http://w
w

w
.tochigisc-

kouenkai.jp

宇
都
宮
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

源
泉
徴
収
義
務
者
の
皆
さ
ま
へ

◎
午
前
10
時
30
分
～
午
後
12
時
30
分

◎
午
後
２
時
～
４
時

【
対
象
地
域（
者
）】

宇
都
宮
市

※
昨
年
の
開
催
場
所
で
あ
っ
た「
と
ち

ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ
会
場
」お
よ
び「
東
市
民

活
動
セ
ン
タ
ー
会
場
」が
、「
栃
木
県
教

不
足
が
あ
る
場
合
に
は
、
説
明
会
会
場

ま
た
は
税
務
署
の
窓
口
で
お
受
け
取
り

く
だ
さ
い
。

【
今
後
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
日
程
】　

栃
木
県
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

（
清
原
工
業
団
地
）

10
月
16
日（
日
）午
後
1
時　

　

福
島
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
Ｆ
Ｃ
戦

10
月
30
日（
日
）午
後
1
時

　

カ
タ
ー
レ
富
山
戦

11
月
13
日（
日
）午
後
1
時　

　

Ａ
Ｃ
長
野
パ
ル
セ
イ
ロ
戦

　

後
援
会
デ
ー
（
会
員
招
待
）
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問合せ

宇
都
宮
税
務
署

☎
0
2
8-

6
2
1-

2
1
5
1

（
代
表:

音
声
案
内
） 　

　

水
戸
商
工
会
議
所
で
は
、
水
戸

の
ま
ち
を
愛
す
る
フ
ァ
ン「
水
戸

ま
ち
な
か
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

会
員
に
は
フ
ァ
ン
限
定
の
会
報

「
水
戸
ま
ち
な
か
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ

通
信
」を
お
届
け
す
る
ほ
か
、
お

得
な
情
報
の
発
信
、
水
戸
ま
ち
な

か
ゼ
ミ
＆
ま
ち
カ
ル
な
ど
も
開
催

し
て
い
ま
す
。
水
戸
の
ま
ち
が
好

き
な
方
は
も
ち
ろ
ん
、
興
味
の

あ
る
方
、
も
っ
と
水
戸
を
た
く
さ

ん
知
り
た
い
方
な
ど
も
大
歓
迎
で

す
。
入
会
費
・
年
会
費
は
一
切
か

か
り
ま
せ
ん
。

　

入
会
を
き
っ
か
け
に
、
北
関
東

　

前
橋
弁
天
通
り
商
店
街
は
、
前

橋
の
９
つ
あ
る
中
心
商
店
街
の
一

つ
で
大
蓮
寺
の
門
前
と
し
て
発
展

し
た
商
店
街
で
す
。
昭
和
レ
ト
ロ

な
雰
囲
気
を
残
す
全
蓋
ア
ー
ケ
ー

ド
商
店
街
で
、
約
30
店
舗
が
店
を

構
え
ま
す
。
そ
の
な
か
の
大
蓮
寺

に
あ
る
弁
財
天
の
縁
日
に
あ
た
る

毎
月
３
日
に「
弁
天
ワ
ッ
セ
」を
開

催
し
、
今
年
で
12
年
目
を
迎
え
ま

す
。
毎
回
、
野
菜
や
お
菓
子
、
雑

貨
な
ど
の
出
店
が
並
び
、
音
楽

ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
て
に
ぎ
わ
い
ま

す
。

　

そ
し
て
毎
年
11
月
の
弁
天
ワ
ッ

セ
で
は
、
大
蓮
寺
弁
財
天
例
大
祭

３
県
へ
の
理
解
や
愛
着
が
深
ま
る

こ
と
請
け
合
い
で
す
。
宇
都
宮
・

前
橋
の
み
な
さ
ま
の
ご
入
会
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
情
報
提
供
：
水
戸
商
工
会
議
所
）

が
開
催
さ
れ
る
と
と
も
に
、
弁
天

寄
席
が
開
催
さ
れ
、
年
間
を
通
し

て
も
最
も
多
く
の
方
が
訪
れ
る
１

日
と
な
り
ま
す
。

（
情
報
提
供
：
前
橋
商
工
会
議
所
）

弁天ワッセ／弁天寄席 水戸まちなかファンクラブ

水戸まちなかファンクラブ事務局
水戸商工会議所商工振興課　☎029-224-3315

URL： http://mito.inetcci.or.jp/town/fan
ブログ ： http://mitomachinaka.blog26.fc2.com

弁天ワッセ／弁天寄席
日時 ： 毎月３日開催 午前10時〜午後３時頃まで

※弁天寄席は11月3日（木・祝）午後６時から大蓮寺本堂にて  場所 ： 前橋弁天通り商店街
問合せ／マメゼン商店　☎027-231-6751

第15回
焼
い
て
苦
り
を
飛
ば
し
て
い
ま
す
。

　

お
す
す
め
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
は
に
ぎ
り

10
貫 

１
、２
０
０
円
、
15
貫
１
、８
０
０
円
。

60
分
食
べ
放
題
が
２
、９
８
０
円
で
す
。

デ
ィ
ナ
ー
は
２
時
間
寿
司
食
べ
放
題
で

３
、９
８
０
円
で
す
。
他
に
飲
み
放
題
も

60
分
９
９
０
円
と
、
お
気
軽
に
お
立
ち
寄

り
い
た
だ
け
る
価
格
で
ご
提
供
し
て
い
ま

す
。
会
席
料
理
も
ご
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

新
門
の
料
理
は
、
ど
れ
も
手
間
を
か
け

た
お
い
し
さ
が
特
徴
。
そ
の
す
べ
て
が
手

づ
く
り
で
す
。
デ
ザ
ー
ト
の
ア
イ
ス
に
か

か
って
い
る
の
も
、
手
づ
く
り
ソ
ー
ス
で
す
。

　

商
工
会
議
所
会
員
限
定
の
割
引
が
受
け

ら
れ
る
業
務
災
害
補
償
プ
ラ
ン
に
加
入
し

て
お
り
、
経
費
削
減
に
つ
な
が
って
い
ま
す
。

　

素
材
に
こ
だ
わ
り
、
料
理
の
手
間
に
こ

だ
わ
り
、
ど
な
た
で
も
気
軽
に
召
し
あ
が

れ
る
価
格
に
こ
だ
わ
っ
た
「
新
門
」
に
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

私
ど
も
「
新
門
」
は
約
４
年
半
前
、

平
成
24
（
２
０
１
２
）
年
３
月
に
開
店
し

ま
し
た
。
私
は
日
本
料
理
の
修
業
を
積
ん

で
、
大
手
ホ
テ
ル
の
料
理
長
も
経
験
し
ま
し

た
。
今
の
お
店
は
カ
ウ
ン
タ
ー
14
席
、
テ
ー

ブ
ル
４
席
の
広
さ
で
す
が
、
お
客
さ
ま
の
反

応
が
す
ぐ
伝
わ
っ
て
く
る
の
で
、
や
り
が
い

が
あ
り
ま
す
。

　

寿
司
と
い
う
と
、
醤
油
で
召
し
あ
が
る

の
が
一
般
的
で
す
。
け
れ
ど
も
私
ど
も
で

お
出
し
す
る
寿
司
の
多
く
は
、
焼
塩
で
召

し
あ
が
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
塩
は
素

材
の
味
を
き
っ
ち
り
伝
え
ま
す
の
で
、
良
い

素
材
で
な
い
と
た
ち
ま
ち
お
客
さ
ま
に
分

か
って
し
ま
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
醤
油
の
方

が
良
い
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
私
ど
も
で

は
８
、９
割
を
塩
で
召
し
あ
が
って
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。ぜ
ひ
一
度
、お
試
し
く
だ
さ
い
。

全
く
新
し
い
寿
司
の
お
い
し
さ
を
実
感
し

て
い
た
だ
け
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
塩
も
醤
油

も
一
級
品
を
使
用
し
、
塩
は
さ
ら
に
店
で

お
ト
ク
な
保
険
料
で
し
っ
か
り
と
し
た

保
障
を
提
案
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

新門  代表　荒井正さん

素材にも手間にも
こだわった料理が人気

にぎり屋  新
しもん

門
代表　荒井　正

本社／宇都宮市仲町1-13床井ビル１Ｆ
☎5028-627-8088

営業時間／
ランチ  午前11時30分～午後２時
ディナー  午後５時～10時
定休日／日曜日、祝日

試合前に円陣をくむ栃木ＳＣイレブン



（
税
込
）


